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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
普
通
の
国
の
ア
リ
ス

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
３
８
Ｈ

【
作
者
名
】

　
ｍ
ｉ
ｍ
ｉ
ｍ
ｉ

【
あ
ら
す
じ
】

　
私
ア
リ
ス
！
１
４
才
の
女
子
中
学
生
！
友
達
の
女
の
子
リ
デ
ル
と
最
近
携
帯

の
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
『
し
ろ
う
さ
ぎ
。
』
さ
ん
た
ち

と
卒
業
式
の
日
に
い
ろ
ん
な
こ
と
卒
業
し
ち
ゃ
う
予
定
な
ん
だ
ぁ
～
モ
ジ
（
（

（
＊
´
ε
｀
＊
）
（
＊
´
З
｀
＊
）
）
）
モ
ジ
私
た
ち
一
体
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う

の
か
し
ら
…
（
／
▽
＊
¥
）
～
♪
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・
プ
ロ
ロ
ー
グ

私
は
ア
リ
ス

『
普
通
』
の
国
で
生
ま
れ
た

『
普
通
』
の
女
の
子
だ
っ
た
。

で
も
あ
る
と
き
を
境
に
恐
る
べ
き
『
普
通
』
の
世
界
か
ら
零
れ
落
ち
て
し
ま
っ

た
。

私
は
あ
の
頃
の
様
に

『
普
通
』
で
居
続
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
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・
本
編
　
ア
リ
ス
の
生
い
立
ち
　
独
白

あ
る
普
通
の
年
、
普
通
の
日
、
普
通
の
天
気
、
私
は
普
通
に
生
ま
れ
た
。

病
院
ノ
分
娩
室
カ
ラ
桁
魂
シ
イ
赤
子
ノ
絶
叫
ト
、
悦
ビ
ニ
弾
ン
ダ
看
護
士
ノ
声

ガ
響
イ
タ
。

「
奥
様
、
ヲ
悦
ビ
遊
バ
セ
、
体
重
モ
容
姿
モ
如
何
ニ
モ
普
通
ナ
赤
子
ニ
御
座
イ

マ
ス
」

「
マ
ア
ゝ
其
レ
ハ
又
悦
バ
シ
キ
事
。
彼
方
、
此
ノ
仔
ニ
相
応
シ
ヰ

極
メ
テ
普
通
ナ
名
前
ヲ
思
考
エ
テ
下
サ
ル
？
」

「
勿
論
既
ニ
選
択
ン
デ
在
ル
サ
。
此
ノ
仔
ノ
名
ハ
『
ア
リ
ス
』
。

此
ノ
国
デ
壱
番
普
通
ナ
名
前
サ
」

そ
れ
か
ら
数
年
。
私
は
普
通
の
街
の
普
通
の
家
庭
で
、
両
親
か
ら
普
通
な
愛
情

を
受
け
て

普
通
に
育
っ
た
。

「
貴
方
。
又
ア
リ
ス
ガ
夜
啼
キ
シ
タ
ワ
。
昨
機
ノ
夜
啼
キ
カ
ラ
思
考
エ
タ
ラ

凄
ク
普
通
ナ
時
間
ノ
間
隔
ネ
」

「
ソ
ウ
ダ
。
尿
ノ
量
モ
、
泣
声
ノ
大
キ
サ
モ
極
メ
テ
普
通
ダ
。
此
ノ
仔
ハ
素
晴

ラ
シ
ク
普
通
ダ
」

「
ソ
ウ
ネ
。
前
ノ
仔
ハ
普
通
ジ
ャ
無
カ
ッ
タ
モ
ノ
ネ
」

「
ソ
ウ
。
普
通
ジ
ャ
無
イ
仔
ハ
要
ラ
ナ
イ
ン
ダ
」

「
ソ
ウ
ネ
。
普
通
ジ
ャ
無
イ
仔
ハ
要
ラ
ナ
イ
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若
シ
普
通
ジ
ャ
無
カ
ッ
タ
ラ
、
此
ノ
仔
モ
『
処
理
』
シ
ナ
ク
チ
ャ
…
…
」

「
…
…
マ
…
…
マ
…
…
」

「
見
テ
！
貴
方
！
ア
リ
ス
ガ
喋
ッ
タ
ハ
！
」

「
本
当
ダ
ネ
君
！
其
レ
モ
極
メ
テ
普
通
ナ
言
葉
ジ
ャ
ナ
イ
カ
」

「
デ
モ
貴
方
、
喋
リ
始
メ
ノ
年
ハ
普
通
カ
シ
ラ
…
…
？
」

「
大
丈
夫
。
此
ノ
位
ノ
年
ガ
普
通
ダ
。
国
ノ
発
表
デ
謂
ッ
テ
イ
タ
」

「
デ
モ
貴
方
、
喋
リ
始
メ
ル
時
間
帯
は
普
通
カ
シ
ラ
…
…
？
」

「
大
丈
夫
。
此
ノ
位
ノ
時
間
ガ
普
通
ダ
。
国
ノ
発
表
デ
謂
ッ
テ
イ
タ
」

「
ソ
ウ
！
善
カ
ッ
タ
ワ
！
弐
人
目
迄
『
処
理
』
ス
ル
ノ
ハ
『
普
通
』
ジ
ャ
無
イ

モ
ノ
ネ
」

「
ソ
ウ
ダ
ネ
。
『
普
通
』
デ
無
イ
事
ハ
避
ケ
無
ケ
レ
バ
為
ラ
ナ
イ
」

「
…
…
パ
…
…
パ
…
…
」

…
…

そ
れ
か
ら
ま
た
数
年
。
私
は
普
通
に
成
長
し
、
普
通
の
幼
稚
園
に
入
り
、

普
通
に
家
の
外
で
初
め
て
同
い
年
の
子
供
た
ち
と
出
会
っ
た
。

幼
稚
園
で
初
め
て
し
た
男
の
子
と
の
会
話
は
、
下
ら
な
い
け
ど
よ
く
覚
え
て
る
。

「
御
前
、
名
前
ハ
何
テ
謂
ウ
ン
ダ
？
」

「
私
ハ
『
ア
リ
ス
』
」

「
御
前
、
何
人
目
ダ
？
」

「
私
ハ
、
弐
人
目
」

「
御
前
ハ
何
ダ
？
」

「
私
ハ
。
『
普
通
』
」
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そ
れ
か
ら
私
は
ま
た
普
通
に
成
長
し
て
国
立
女
子
中
等
教
育
学
校
に
入
学
し
、

成
長
期
を
迎
え
国
家
の
定
め
る
規
定
身
長
に
ま
で
順
調
に
成
長
し
た
。

そ
れ
ま
で
友
達
だ
っ
た
幼
稚
園
で
最
初
に
会
話
を
し
た
あ
の
男
の
子
は
、

規
定
身
長
に
到
達
で
き
ず
『
処
理
』
さ
れ
、
私
は
彼
と
は
友
達
で
は
な
く
な
っ

た
。

し
ば
ら
く
し
て
小
さ
な
彼
の
『
ニ
人
目
』
と
道
で
す
れ
違
っ
た
。

彼
は
『
一
人
目
』
だ
っ
た
か
ら
私
が
『
二
人
目
』
な
の
を
馬
鹿
に
し
て
、

い
つ
も
私
を
い
じ
め
て
い
た
。

ザ
マ
ア
ミ
ロ

１
４
歳
の
時
、
中
等
学
校
で
リ
デ
ル
と
い
う
女
の
子
と
仲
良
く
な
っ
た
。

皆
の
顔
も
体
型
も
声
も
性
格
も
『
普
通
』
で
似
て
い
る
女
子
初
等
学
校
の
中
で

も
、

彼
女
と
私
は
特
に
そ
っ
く
り
で
、
ま
る
で
双
子
か
鏡
写
し
の
よ
う
だ
っ
た
。

あ
る
普
通
の
日
の
、
普
通
の
放
課
後
。
私
は
リ
デ
ル
に
呼
び
出
さ
れ
て
、

夕
方
の
決
ま
っ
た
時
間
に
人
通
り
の
少
な
く
な
る
中
庭
で
話
を
し
た
。

「
ア
リ
ス
、
『
携
帯
』
ッ
テ
所
持
ッ
テ
ル
？
」

「
イ
イ
エ
。
ダ
ッ
テ
『
携
帯
』
ハ
限
ラ
レ
タ
『
大
人
』
ダ
ケ
ガ
所
持
テ
ル
モ
ノ

デ
シ
ョ
？

何
デ
ソ
ン
ナ
事
聞
ク
ノ
？
」

「
…
…
私
…
…
『
携
帯
』
ヲ
手
ニ
入
レ
ラ
レ
ル
カ
モ
シ
レ
ナ
イ
ノ
」

「
駄
目
ヨ
リ
デ
ル
！
中
等
学
校
デ
携
帯
ヲ
所
持
ツ
ノ
ハ
『
普
通
』
ジ
ャ
ナ
イ
ハ
！
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国
ニ
『
処
理
』
サ
レ
テ
シ
マ
ウ
！
」

「
…
…
ア
ノ
ネ
…
…
ア
リ
ス
…
…
」

「
…
…
何
？
」

彼
女
ハ
ス
ゥ
ッ
ト
息
ヲ
呑
ン
デ
カ
ラ
、
壱
息
吐
イ
テ
話
シ
出
シ
タ
。

「
『
普
通
』
ッ
テ
ソ
ン
ナ
ニ
大
事
？
『
普
通
』
ッ
テ
何
？

此
ノ
学
校
モ
、
先
生
モ
、
外
ヲ
歩
ク
大
人
ノ
人
達
モ
、
皆
同
ジ
顔
、
同
ジ
背
丈
、

体
格
、
皆
『
普
通
』
。
デ
モ
ネ
、
コ
ン
ナ
ノ
『
普
通
』
ジ
ャ
ナ
イ
ワ
！

私
自
分
ガ
異
常
シ
ク
ナ
ッ
タ
ノ
カ
ト
思
考
ッ
テ
タ
ケ
ド
ソ
ウ
ジ
ャ
ナ
イ
ノ
！

『
携
帯
』
ノ
ネ
ッ
ト
ノ
中
デ
ハ
、
私
ト
同
ジ
様
ニ
、
此
ノ
世
界
ガ
『
普
通
』
ジ

ャ
無
イ
ッ
テ

感
ジ
テ
ル
人
達
ガ
沢
山
居
ル
ノ
！
私
見
タ
ノ
…
…
私
ノ
『
壱
人
目
』
ガ
『
処
理
』

サ
レ
ル

直
前
ニ
『
携
帯
』
ヲ
見
テ
タ
事
。
『
壱
人
目
』
ガ
其
ノ
『
普
通
』
ジ
ャ
無
イ
事
ニ

気
付
キ
始
メ
タ
人
達
ノ
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ニ
』
属
シ
テ
タ
事
…
…
ア
リ
ス
…
…

『
処
理
』
サ
レ
テ
シ
マ
ウ
ノ
ハ
怖
イ
…
…
デ
モ
…
…
私
本
当
ノ
事
ガ
知
リ
タ
イ

ノ
！

御
願
イ
ア
リ
ス
…
…
私
ト
一
緒
ニ
私
ノ
『
壱
人
目
』
ガ
居
タ
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

ニ参
加
シ
テ
欲
シ
イ
ノ
…
…
私
ト
一
緒
ニ
『
本
当
ノ
事
』
ヲ
知
ッ
テ
欲
シ
イ
ノ
！

御
願
イ
！
」

強
イ
風
ガ
弐
人
ノ
間
ヲ
吹
キ
抜
ケ
、
中
庭
デ
独
リ
ダ
ケ
植
エ
ラ
レ
タ
大
キ
ナ
木

ノ
葉
ガ
、

ザ
ワ
ゝ
ト
鳴
ッ
タ
。

「
リ
デ
ル
…
…
本
気
ナ
ノ
…
…
？
」

「
…
…
私
ハ
本
気
ヨ
…
…
ア
リ
ス
…
…
」

「
今
ナ
ラ
冗
談
デ
済
ム
ノ
ヨ
…
…
」
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「
冗
談
ジ
ャ
ナ
イ
ハ
！
私
ハ
モ
ウ
『
普
通
』
ジ
ャ
ナ
イ
ノ
」

「
…
…
」

「
理
解
ッ
タ
ワ
リ
デ
ル
。
貴
方
ガ
其
処
迄
思
考
エ
テ
、
尚
且
ツ
『
処
理
』
サ
レ

ル
危
険
ヲ
冒
シ
テ

迄
私
ヲ
信
ジ
テ
打
チ
明
ケ
テ
ク
レ
タ
ン
デ
ス
モ
ノ
。
私
ガ
貴
方
ヲ
信
ジ
無
イ
ノ

ハ
友
達
ト
シ
テ

『
普
通
』
ジ
ャ
ナ
イ
ワ
！
」

「
本
当
？
！
有
難
ウ
！
」

彼
女
ハ
頂
点
ニ
達
シ
テ
イ
タ
緊
張
ノ
糸
ガ
切
レ
テ
シ
マ
ッ
タ
ヨ
ウ
デ
、

其
ノ
場
ニ
座
リ
コ
ン
デ
シ
マ
ッ
タ
。

ア
リ
ス
ハ
驚
愕
イ
テ
駆
ケ
寄
リ
、
彼
女
ヲ
抱
キ
起
コ
シ
タ
。

「
鳥
渡
！
大
丈
夫
？
リ
デ
ル
？
」

「
…
…
フ
フ
…
…
大
丈
夫
ヨ
ア
リ
ス
…
…
デ
モ
奇
妙
ネ
。
貴
方
は
友
達
ト
シ
テ

『
普
通
』

デ
ア
ル
選
択
ヲ
シ
タ
ノ
ニ
、
之
カ
ラ
ハ
『
普
通
』
ジ
ャ
無
イ
人
間
ニ
ナ
ル
ノ
ネ
」

「
フ
フ
フ
…
…
ソ
ウ
ネ
。
デ
モ
貴
方
ノ
友
達
デ
ア
ル
コ
ト
ハ
変
ワ
ラ
ナ
イ
ワ
」

「
ア
リ
ス
…
…
貴
方
ガ
何
番
目
デ
モ
、
貴
方
ハ
何
時
モ
、
何
時
迄
モ
、
私
ノ
『

壱
番
目
』
ヨ
…
…
」

「
リ
デ
ル
…
…
私
ニ
ト
ッ
テ
モ
貴
方
ハ
私
ノ
『
壱
番
目
』
ダ
ワ
…
」

弐
人
ハ
目
ヲ
閉
ジ
テ
唇
ヲ
重
ネ
タ
。

そ
の
後
私
と
リ
デ
ル
は
リ
デ
ル
が
、
リ
デ
ル
の
『
一
人
目
』
の
友
達
だ
っ
た
人

か
ら
手
に
入
れ
て
き
た

二
つ
の
携
帯
を
共
有
し
、
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』
や
『
メ
ー
ル
』
、
『
電
話
』
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で
密
に
連
絡
を
取
り
続
け
た
。

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』
で
は
沢
山
の
『
普
通
』
じ
ゃ
な
い
人
た
ち
と
会
っ
た
。

家
や
学
校
で
は
『
普
通
』
だ
っ
た
け
ど
、

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』
の
仲
間
た
ち
や
リ
デ
ル
と
二
人
き
り
の
と
き
は

私
は
も
う
『
普
通
』
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
頃
に
は
私
と
リ
デ
ル
は
『
普
通
』
で
は
無
い
関
係
に
な
っ
て
い
た
。

リ
デ
ル
の
告
白
が
あ
っ
て
、
唇
を
重
ね
た
日
以
来
、
私
と
リ
デ
ル
は
『
処
理
』

さ
れ
な
い
程
度
に

『
普
通
』
な
時
間
に
二
人
き
り
で
会
っ
て
頻
繁
に
肌
を
重
ね
て
い
た
。

鏡
合
せ
の
よ
う
な
同
じ
顔
、
同
じ
体
で
、
ま
る
で
二
つ
に
分
か
れ
た
肉
体
を
一

つ
に
戻
そ
う
と
す
る
よ
う
に

互
い
の
体
を
馴
染
ま
せ
続
け
た
。
互
い
の
体
は
こ
ん
な
に
近
い
の
に
、

魂
の
距
離
が
悲
し
い
ほ
ど
離
れ
て
い
る
こ
と
に
胸
が
引
き
裂
か
れ
そ
う
だ
っ
た
。

中
等
学
校
卒
業
の
日

私
と
リ
デ
ル
は
あ
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』
の
仲
間
の
取
り
計
ら
い
で
、
遂
に
こ
の
『
普
通
の
国
』

か
ら

脱
出
す
る
道
が
見
つ
か
っ
た
の
だ
。

『
脱
出
』
の
首
謀
者
は
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』
の
リ
ー
ダ
ー
の
『
し
ろ
う
さ
ぎ
。

』彼
に
出
会
う
ま
で
私
も
リ
デ
ル
も
『
外
国
』
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
『
普
通
の
国
』
で
な
い
『
不
思
議
の
国
』
が
海
の
向
こ
う
に
あ
る
。

私
と
リ
デ
ル
は
そ
の
事
実
だ
け
で
胸
が
弾
ん
だ
。

二
人
で
こ
の
『
普
通
の
国
』
か
ら
脱
出
で
き
る
の
だ
。

決
行
は
『
卒
業
の
日
の
朝
』
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集
合
場
所
は
『
×
×
港
』
…
…

卒
業
式
の
前
日
、
私
と
リ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
『
普
通
』
に
中
等
学
校
最
後
の
、

ま
た
こ
の
『
普
通
の
国
』
最
後
の
一
日
を
過
ご
し
た
。

そ
の
後
何
時
も
の
様
に
二
人
き
り
で
『
普
通
』
で
な
い
逢
瀬
を
楽
し
ん
だ
。

「
ア
リ
ス
…
…
愈
ゝ
明
日
ネ
…
…
」

「
ソ
ウ
ネ
リ
デ
ル
…
…
私
達
是
デ
遂
ニ
自
由
ニ
成
レ
ル
ノ
ネ
」

「
ア
リ
ス
…
…
好
キ
ヨ
…
…
」

「
リ
デ
ル
…
…
此
ノ
国
ヲ
出
タ
ラ
弐
人
デ
暮
ラ
シ
マ
シ
ョ
ウ
」

「
其
レ
ハ
素
晴
ラ
シ
イ
思
考
エ
ダ
ワ
！
折
角
ナ
ラ
ウ
ン
ト
『
普
通
』
デ
無
イ
家

ガ
善
イ
ワ
！

『
赤
ト
白
の
縞
ゝ
ノ
家
』
ナ
ン
カ
ド
ウ
？
」

「
フ
フ
…
…
ソ
ウ
ネ
、
思
考
エ
ト
ク
ワ
」

そ
れ
か
ら
リ
デ
ル
は
『
し
ろ
う
さ
ぎ
。
』
達
と
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
に
、

私
は
い
つ
も
通
り
『
普
通
』
の
時
間
に
自
宅
に
帰
り
、

自
分
の
部
屋
で
『
普
通
』
の
卒
業
旅
行
の
た
め
と
偽
っ
て
親
に
報
告
し
た

明
日
の
脱
出
の
た
め
の
荷
造
り
を
済
ま
せ
床
に
就
い
た
。

で
も
そ
の
日
は
『
普
通
』
で
は
な
か
っ
た
。

「
ア
リ
ス
…
…
ア
リ
ス
…
…
」

ド
ア
ノ
向
コ
ウ
カ
ラ
聞
コ
エ
ル
父
親
ノ
声
デ
ア
リ
ス
ハ
目
ヲ
醒
マ
シ
タ
。

時
計
に
目
ヲ
ヤ
ル
ト
時
計
ハ
午
前
参
時
過
ギ
頃
ヲ
指
シ
テ
イ
タ
。

コ
ン
ナ
時
間
ハ
『
普
通
』
デ
ハ
ナ
イ
。

「
ア
リ
ス
…
…
開
ケ
テ
ク
レ
ア
リ
ス
…
…
」
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「
ド
ウ
シ
タ
ノ
オ
父
サ
ン
…
…
」

「
少
シ
話
ガ
ア
ル
…
…
ド
ア
ノ
鍵
ヲ
開
ケ
テ
ク
レ
…
…
」

ア
リ
ス
ベ
ッ
ト
カ
ラ
出
テ
、
電
気
ヲ
付
ケ
ド
ア
ノ
鍵
を
開
ケ
タ
。

ソ
コ
ニ
ハ
目
ノ
虚
ロ
ナ
父
親
ガ
立
ッ
テ
イ
テ
、
少
シ
離
レ
タ
処
デ
母
親
ガ
見
テ

イ
タ
。

「
何
…
…
？
コ
ン
ナ
時
間
ニ
…
…
『
普
通
』
ジ
ャ
ナ
イ
ヨ
…
…
」

「
ア
リ
ス
…
…
」

「
何
…
…
？
」

突
然
父
親
ハ
ア
リ
ス
ニ
襲
イ
カ
カ
リ
、
彼
女
ヲ
ベ
ッ
ド
ニ
押
シ
倒
シ
タ
。

「
何
ス
ル
ノ
オ
父
サ
ン
？
！
放
シ
テ
！
痛
イ
！
」

「
ア
リ
ス
…
…
御
前
…
…
『
普
通
』
デ
無
ク
ナ
ッ
テ
…
…
シ
マ
ウ
！

…
…
『
処
理
』
サ
レ
テ
…
…
シ
マ
ウ
！
」

「
何
デ
？
！
私
ハ
『
普
通
』
ヨ
！
」

「
ア
リ
ス
…
…
済
マ
ナ
イ
…
…
私
達
ハ
…
…
忘
レ
テ
…
…
忘
レ
テ
イ
タ
ン
ダ
」

「
何
ヲ
？
！
ト
ニ
カ
ク
放
シ
テ
！
嫌
！
オ
母
サ
ン
助
ケ
テ
」

「
大
丈
夫
ダ
…
…
ア
リ
ス
…
…
僕
ガ
…
…
オ
父
サ
ン
ガ
…
…
御
前
ヲ
…
…

『
普
通
』
ニ
シ
テ
ヤ
ル
…
…
『
処
理
』
カ
ラ
…
…
救
ッ
テ
ヤ
ル
」

「
何
言
ッ
テ
ル
カ
ワ
カ
ン
ナ
イ
ヨ
！
」

ソ
ウ
謂
ッ
テ
父
親
ノ
下
半
身
ア
リ
ス
ガ
蹴
ル
ト
、
肢
ニ
固
イ
モ
ノ
ニ
触
ッ
タ
。

青
褪
メ
タ
ア
リ
ス
ノ
服
ニ
、
父
親
ガ
手
ヲ
掛
ケ
タ
。

「
ア
リ
ス
…
…
『
普
通
』
ノ
子
ガ
『
処
女
』
デ
居
ラ
レ
ル
ノ
ハ
…
…
今
日
迄
ナ

ン
ダ
…
…
」

「
い
や
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
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！
！
」

咄
嗟
に
私
は
ベ
ッ
ド
の
傍
ら
に
あ
っ
た
置
物
を
父
さ
ん
の
頭
に
打
ち
付
け
た
。

父
さ
ん
は
二
度
三
度
ビ
ク
ビ
ク
と
動
い
て
動
か
な
く
な
っ
た
。

寝
巻
に
ま
だ
温
か
い
血
が
染
み
て
き
た
。

『
普
通
』
の
人
は
人
を
殺
さ
な
い
。

私
は
、
こ
の
『
普
通
の
国
』
で
『
普
通
』
で
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
は
さ
っ
き
ま
で
父
親
だ
っ
た
も
の
を
蹴
り
飛
ば
し
て
、
半
狂
乱
で
慟
哭

す
る
母
親
を
振
り
切
っ
て
、
血
ま
み
れ
の
寝
巻
の
ま
ま
家
か
ら
飛
び
出
し
た
。

此
ノ
儘
デ
ハ
明
日
ガ
来
ル
前
ニ
『
処
理
』
サ
レ
テ
終
ウ
…
…

私
は
泣
き
な
が
ら
裸
足
で
約
束
の
港
に
向
か
っ
た
。

「
リ
デ
ル
…
…
リ
デ
ル
…
…
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
ノ
皆
…
…
『
し
ろ
う
さ
ぎ
。
』

…
…

誰
デ
モ
善
イ
カ
ラ
…
…
」

「
助
ケ
て
…
…
」

夢
中
で
走
っ
て
走
っ
て
走
っ
て

港
に
着
く
と
、
そ
こ
に
は
小
さ
な
光
が
一
つ
あ
っ
た
。

光
の
下
で
リ
デ
ル
や
私
と
同
い
年
く
ら
い
の
沢
山
の
女
の
子
た
ち
が
沢
山
の
、
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ま
た
私
た
ち
と
同
い
年
く
ら
い
の
男
の
子
に
凌
辱
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
様
子
を
軍
服
を
着
て
武
器
を
持
ち
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
た

『
大
人
』
た
ち
が
小
さ
な
ハ
ン
デ
ィ
カ
メ
ラ
で
記
録
し
て
い
た
。

あ
の
少
年
や
少
女
た
ち
も
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
に
い
た
子
た
ち
な
の
だ
ろ
う
。

今
日
は
『
普
通
』
の
子
ど
も
が
『
処
女
、
童
貞
』
で
い
て
い
い
最
後
の
日
。

彼
女
や
彼
ら
は
ま
ん
ま
と
『
大
人
』
の
嘘
に
騙
さ
れ
て
、
結
局
今
日
『
普
通
』

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

お
そ
ら
く
父
親
が
私
を
襲
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
た
か
ら
な
ん
だ
ろ
う
。

そ
う
、
『
し
ろ
う
さ
ぎ
。
』
も
『
不
思
議
の
国
』
も
は
じ
め
か
ら
無
か
っ
た
の

だ
。

あ
る
の
は
よ
う
や
く
『
本
当
ノ
事
』
に
気
付
い
た
こ
の

『
普
通
の
国
』
に
い
る
『
未
だ
普
通
で
な
い
』
私
だ
け
。

こ
ち
ら
に
気
付
い
た
一
人
の
『
大
人
』
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
外
し
た
。

光
の
下
で
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
そ
の
顔
は

さ
っ
き
私
が
殺
し
た
父
親
や

あ
の
と
き
『
処
理
』
さ
れ
た
男
の
子
と
同
じ

『
普
通
』
の
男
の
人
の
顔
だ
っ
た
。

『
し
ろ
う
さ
ぎ
。
』
も
『
不
思
議
の
国
』
も
は
じ
め
か
ら
無
か
っ
た
の
だ
。

あ
る
の
は
間
抜
け
な
未
だ
処
女
の

『
普
通
じ
ゃ
な
い
』
私
と
『
普
通
の
国
』
だ
け
。

光
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
立
ち
尽
く
し
て
私
は
呟
い
た
。
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「
リ
デ
ル
、
良
か
っ
た
ね
『
本
当
ノ
事
』
が
分
っ
た
ね
。
」

リ
デ
ル
は
光
の
下
で
犯
さ
れ
な
が
ら
微
笑
っ
て
い
た
。

「
リ
デ
ル
、
ご
め
ん
ね
、
『
赤
ト
白
の
縞
ゝ
ノ
家
』
は
建
て
ら
れ
な
い
み
た
い
。

」光
の
下
で
ア
リ
ス
や
リ
デ
ル
と
同
じ
顔
の
少
女
た
ち
が
微
笑
っ
て
い
た
。

も
う
ア
リ
ス
に
は
、
光
の
下
で
揺
ら
め
く
沢
山
の
同
じ
『
普
通
』
の
顔
の
少
女

の
中
か
ら

リ
デ
ル
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
。

「
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
」

同
じ
顔
の
ど
れ
か
一
つ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
の
か
叫
び
始
め
た
。

き
っ
と
あ
れ
が
リ
デ
ル
な
ん
だ
ろ
う
。

「
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
私
貴
方
ト
壱
ツ
ニ
成
リ
タ
イ
！

ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
御
願
此
処
ニ
来
テ
！

ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
私
貴
方
ニ
成
リ
タ
イ
！

ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
ワ
タ
シ
ハ
ア
リ
ス
！
ア
リ
ス
！
全
部
ア
ゲ
ル
！

ダ
カ
ラ
私
ヲ
！
ワ
タ
シ
ヲ
消
シ
テ
！
殺
シ
テ
！
ア
リ
ス
ゥ
ゥ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
！
」

リ
デ
ル
、
貴
方
は
私
に
は
な
れ
な
い
。

私
も
リ
デ
ル
に
な
れ
な
い
よ
。

も
う
二
人
を
結
び
つ
け
て
い
た
『
不
思
議
の
国
』
も
『
赤
ト
白
の
縞
ゝ
ノ
家
』

も
無
い
ん
だ
。

あ
る
の
は
こ
の
『
普
通
の
国
』
だ
け

あ
な
た
は
も
う
『
普
通
』
の
人

私
と
一
緒
に
は
な
れ
な
い
の
よ
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「
私
は
ア
リ
ス
…
…
私
は
…
ワ
タ
シ
ハ
…
フ
…
…
フ
フ
…
…

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
」

そ
の
後
ア
リ
ス
は
自
ら
死
を
選
ん
だ
わ

辱
め
を
受
け
、
『
普
通
』
に
な
り
果
て
る
前
に
ね

え
？
じ
ゃ
あ
私
は
誰
か
っ
て
？

手
前
は
ア
リ
ス
で
こ
う
し
て
自
分
の
目
の
前
で
生
き
て
い
る
し
、

自
分
の
半
生
を
今
こ
こ
で
独
白
し
て
る
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
？
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「
私
は
も
ち
ろ
ん
ア
リ
ス
よ
…
…
貴
方
に
と
っ
て
『
一
人
目
』
の
ね
…
…
フ
フ

フ
」
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・
エ
ピ
ロ
ー
グ

最
初
は
ど
っ
か
で
読
ん
だ
『
普
通
』
っ
て
何
？
っ
て
悩
む
思
春
期
か
そ
の
ち
ょ

っ
と
前
の
女
の
子

が
主
人
公
な
漫
画
を
知
っ
て
、
じ
ゃ
あ
そ
の
着
眼
点
を
お
借
り
し
て
『
不
思
議

の
国
ア
リ
ス
』

と
は
逆
に
『
普
通
』
の
国
に
迷
い
込
む
ア
リ
ス
の
物
語
を
書
い
て
『
普
通
』
が

如
何
に
奇
妙
な
も
の

か
っ
て
い
う
の
を
炙
り
出
せ
た
ら
面
白
そ
う
だ
な
～
な
ん
て
考
え
て
、
大
体
こ

ん
な
構
成
で
こ
ん
な

結
末
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
書
き
始
め
た
の
で
す
が
ど
ん
ど
ん
鬱
と
い
う
か
ホ
ラ

ー
と
い
う
か
中
二
病

と
い
う
か
誰
得
と
い
う
か
な
方
向
に
流
れ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
前
に
椎
名
林
檎
の
歌
詞
分
析
と
か
し
て
い
た
せ
い
で
す
多
分
。

つ
う
か
自
分
で
読
み
返
し
て
も
こ
の
文
章
怖
い
よ
。

こ
の
文
章
書
い
た
や
つ
と
友
達
に
な
り
た
く
ね
え
よ
。

犯
罪
者
一
歩
手
前
だ
な
！
っ
て
感
じ
で
す
が
な
ん
か
展
開
的
に
は
一
応
ち
ゃ
ん

と
伏
線
は
拾
え
た

気
も
す
る
の
で
ま
あ
良
い
か
な
な
ん
て
思
っ
た
り
。

ち
な
み
に
こ
の
小
説
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
は
書
き
な
が
ら
ひ
た
す
ら
聞
い
て
い
た

椎
名
林
檎
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
す
。
こ
の
小
説
が
ひ
た
す
ら
鬱
、
中
二
病
、

ホ
ラ
ー
な
の
は

こ
の
曲
を
使
っ
た
エ
ヴ
ァ
Ｍ
Ａ
Ｄ
を
別
窓
で
開
い
て
見
な
が
ら
書
い
て
た
せ
い

で
す
。

き
っ
と
そ
う
で
す
。
だ
っ
て
僕
は
リ
ア
充
だ
し
（
半
笑
）
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と
に
か
く
僕
た
ち
の
住
む
こ
の
世
界
が
、
こ
の
奇
妙
な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
で
あ
る

『
普
通
の
国
』

に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
こ
の
、
誰
も
が
『
一
人
目
』
な
世
界

が
維
持
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
…
…

２
０
０
９
年
７
月
１
８
日
　
午
後
１
１
：
０
０
ご
ろ
　
横
浜
よ
り
　



19

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

普通の国のアリス
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